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Iま え が き
鳥取県西部に位置する大山火山を中心とした地域には,第四紀テフラが広く発達している。




































Ⅱ 調 査 地 点
調査範囲は大山山麓の北半部であり,本論中ではとくに最下部火山灰の発達が良好な主要露




















































Ⅳ 分 析 結 果
調査地点のうち, 7地点についての露頭柱状図とテフラ層の重鉱物組成,キュリーポイント











井,1979),オドリ火山砂*,姶良 Tn火山灰 (AT)が,中部火山灰として倉吉軽石 (DKP),関
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が4層である。佐治ほか (1975)はテフラの堆積→風化というサイクルをもとに, これらを a
～hの8サイクルに区分した。本研究では,a～hの記号を,各サイクルに属するテフラ層に
限定した名称として使用することにする。a,c,d,gは軽石層,b,eは火山砂である。また,佐
















越するが, これは薄層 (約20 cm)であるため,いちじるしい風化により有色鉱物が失われ,
相対的に鉄鉱物量比が高くなったものと考えられる。
軽石層中の強磁性鉱物の熱磁化分析からは,aをのぞいて,300°C以下と 400～500°Cに
キュリー ポイントがもとめられる (第2図)。 前者のキュリーポイントを low Tc,後者を high
Tcとよぶことにする。aではIoW TCがみとめられない。high Tcは450°C付近に比較的集中
しているが,10W Tcは層準による相違が大きい。すなわち h2では 67°Cと低 く,cでは
215°Cと高い。
東麓についで最下都火山灰の発達がいちじるしいのは,北～北西麓である。北麓の地点9で
は,津久井・柵山 (1981)により DMPと認定された軽石層の下位に, 4枚の降下軽石と1
枚のやや固結した火山砂とがみとめられる (第3図)。 火山砂の中部には軽石質の薄層がはさ
まれており,これをふくめて降下軽石を下位から Nl,N2,…・N5と仮りによぶことにする。Ns







わち,N5からは 190°Cと470°CにIoW TC,high Tcがもとめられるのに対して,Nl～N4で






































キュリーポイント(high TC)の値が 470°Cとやや高く (北麓のN3は440°C)確実ではない。
これに対して東麓に近い地点5では, 6枚の軽石層のうち最上位のものが,カミングトン閃石
をふくむこと,IOW TCが180°Cであることから,東麓の hl(地点2でlow TC=175°C)に同
定され,その下位2枚目の軽石層は10W TCの値 (160°C)からg(165°C)に同定される。さら

























































陥 醐 田 図
当
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Abstract
Thc]Daison Tcphra Formation dist?buted n the area around Daiscn Volcano is dividcd into four
stratigraphic units which arc thc Upper,the Middlc,the Lower and the Lowcコmost Tephra Mcmbcr.
The idcntincatiOn and corrclation ofthc pumice fan layers in these incmbcrs by the heavy mineral assem‐
大山火山灰層の層序
blage and thc Cu?c point of fcrromagnetic nincrals were perFormed.The loIIowing results werc ob=
tained through thc present investigatiO■.
1)Tlle LoweF Tephra Memboris oomposcd ofthe Namatakc pumice(DNP),the Kisugi pumice(K4),
the Nawa pyroclastic low and the Matsue pumi∝(DMP)in descending ordcF.
動 The Kisugi pumice from Saibe Volcano,which Tsukui and Sakuyama(1981)disCOVOrcd within
he Daisen Tephtt Formation,IS diStributed widcly FЮm the westem to thc easteFn fOOt or Mt,Daison
as a―good horlZon marker.
3)The Mattue punice caa be tr“cd frOm th  western tO the no■hern fOOt oF Mt.DaiSen,a■d does
not distribute hi the castot4 area.
o Fourieen pumi∝fa11 laycrs are disthguishable w■hin the Lowemiost Tephra Member,Of these,
scvcn iayers are distributed in thc easteFn area, on thc contrary the Other scven aFe ObServable in thC
Vヽcstern area FFOm thC northeasteFn Foot oF Mt.Daiscn.

